
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.09 3.33

Ⅰ.(2) 3.29 3.41

Ⅰ.(3) 2.83 2.91

Ⅱ.(4) 2.84 2.90

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 2.47 3.16

Ⅱ.(8) 2.13 3.24

Ⅱ.(9) 2.57 3.09

Ⅱ.(10) 3.24 3.19

Ⅱ.(11) 2.83 3.03

Ⅱ.(12) 2.87 3.38

Ⅱ.(13) 2.91 3.33

満足度 Ⅱ.(14) 2.78 3.24

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 35.5% 2.6% 10.5% 21.1% 28.9%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2015年度　後期

自
身
の

受
講
姿
勢

時間割番号 22204

科   目   名 在宅看護学概論

教   員   名

講
義
内
容
・
方
法

レジュメを提示している。理解が難しい場合は、DVDを用いたり、現
場に強いゲストスピーカの協力を得て工夫をしている。授業終了時
には、本時で学んで欲しい内容をミニテストとして提示し、解説を加
えながら正解を示している。学生からの反応が低い場合は、次回
の講義に要点を復習しながら本時の内容に入る。　内容が制度と
の関連が多く、馴染のない用語も多く講義だけでは理解が難しい
為、レポート課題を加え身近な事柄になっていくように配慮してい
る。授業の反応から感じていたより満足度は高かった。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

①授業計画の達成度について

科目内容は、抽象的で理解が難しいことが多い。毎回、本時の授
業目標を提示し、授業目標に沿って運営している。目標は達成して
いる。

②授業の進め方について

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.07 3.21

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

Ⅲ.(14)
2.78 3.24

2.73 3.17

講義後アンケートを参考に、毎回工夫をしている。目下の課題は、
難しい制度や用語を学生に馴染ませ、本科目への関心を高める工
夫をすることである。　自己評価は、思っていたより良いと思う。
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